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1. はじめに 
1.1 設備 
物性研究所の寒剤の製造、及び供給の為の設備に
は以下のようなものがある。 

 
     表・１ 高圧ガス設備など 

①ヘリウム液化装置（LINDE TCF-50）液化率 200L/h 

②液化用圧縮機（前川製）風量 1,660 M3 /h 

③中圧タンク（容積 15M3、圧力 0.85MPa ） 

④液体窒素貯槽（20,000L  3基） 

⑤液体ヘリウム貯槽（6,000L） 

⑥回収収用圧縮機 ２台 処理能力 190 M3 /h 

⑦ガスホルダー（容積 70M3 ２台） 

⑧長尺ボンベ（容積 500L ６０本） 

⑨ガス分離膜式精製器 

⑩遠心式液体ヘリウム汲出ポンプ 

⑪ロードセル付きテーブルリフト（２台） 

⑫移動用ヘリウム容器（６７台） 

⑬その他（ガスドライヤーなど） 
 
1.2 寒剤供給先及び供給量 
現在、液体ヘリウムは所内の研究室へ、液体窒素
は所内の研究室及び宇宙線研究所に供給している。
来年度以降は、物性研究所、宇宙線研究所だけでな
く、新領域創成科学科へも寒剤を供給する予定であ
る。 

 
    表・２ 寒剤の供給量 

 液体ヘリウム 液体窒素 

平成１０年度 174,673 L 249,506 L 

平成１２年度 127,546 L 171,155 L 

※ １２年度は、４月～１２月の合計 
 
新領域創成科学科の予定（希望）供給量は、液体
ヘリウム 35,000L/年となっている。 
 
1.3 寒剤の供給方法 
［液体窒素］ 
 液体窒素は、本館及び低層棟に設置された CEか
らユーザーが直接汲み出すことになっている。汲み
出しは、シーケンサーによる自動供給を行っている
ので誰でも簡単に出来る。 
 ※CE：液体窒素貯槽 
 

［液体ヘリウム］ 
 液体ヘリウムは、供給室に汲み置いてあるヘリウ
ム容器をユーザーが各自所定の手続きを踏んだ後に
持ち出し、使用後は速やかに容器を返却することに
なっている（所定の手続きを踏む）。 
 
 液体窒素は、注文することなく２４時間年中無休２４時間年中無休２４時間年中無休２４時間年中無休
で汲み出すことが出来るが、液体ヘリウムはあらか
じめ申込み申込み申込み申込み（予約）をする必要があり、供給日は基
本的に休祭日以外休祭日以外休祭日以外休祭日以外となっている。 
 
1.4 その他 
 寒剤だけでなく、ヘリウムボンベ、窒素ガスの供
給も行っている。窒素ガスは、CEからの配管によ
り各研究室に供給している。 
 

    図・１ ヘリウム液化・回収システム 
 
2. 情報管理について 
 
我々が取り扱っている情報には様々なものがある
が、特に重要なのは、寒剤の供給量に関する情報で
ある。この寒剤に関する情報を管理するには、デー
タベースを使って管理することが大変便利であると
思われる。そこで、以下のようなシステムを構築し
てみた。 

 
2.1 システム概要 
液体ヘリウム容器の持出・返却、液体ヘリウムの
汲み出し記録などの情報をデータベース化する。 
供給量の集計、容器の使用頻度の可視化、各種情
報の表示などを簡単に行うことができるようにする。 
これらを行うために、①「液体ヘリウム供給管理」、
②「ヘリウムガス供給管理」、③「液体窒素供給管理」
の３つのデータベースを構築し、それらの情報の収
集、集計などを行うシステム（MS Access,Visual 
Basic）を作成した。 

 
2.2 情報の収集 
液体ヘリウムの供給量などの情報は、液体ヘリウ



 

 

ム容器の持出・返却時に、ユーザーが入力する。ユ
ーザーは、ユーザーコード、容器コードをバーコー
ドリーダーで入力し、ロードセルで重量を自動計測
する（液体ヘリウム管理用プログラム）。 
汲み出し記録は、液化室員が貯槽から小分けする
際に、ロードセルで重量を自動計測する（液体ヘリ
ウム管理用プログラム）。 
液体窒素の供給情報は、自動供給システムで常時
収集されている（液体窒素供給管理システム）。 

 
その他に、月初めの在庫、ヘリウムガス（ボンベ）
の供給状況などを入力する（液体ヘリウム管理用プ
ログラム、ヘリウムガス管理用プログラム）。 

 

     図・２ システム概念図 
 

2.3 情報の活用 
データベース化した情報は、月別集計、四半期集
計、年（年度）集計、回収率算出などに利用したり、
ヘリウム容器の利用情報表示、年間汲み出し量一覧
表などに利用される（液体ヘリウム管理用プログラ
ム）。 

 
2.4 高圧ガス設備の情報 
液化機の運転データ、回収用圧縮機、ガスドライ
ヤー、長尺ボンベ、CE、建物毎のヘリウム回収流量
計などの情報をパソコンに取り込み記録している
（既製のソフトウェアを使用）。 
 
2.5 その他 

Webで様々な情報を閲覧、操作、入力できるよう
なシステムを作成。 
 
① 液体ヘリウムの供給申込みが出来るシステム
（液体ヘリウム供給申込みシステム）。 

② 本館窒素ガスメータの積算値の入力、窒素ガ
ス使用量の算出などが行えるシステム（窒素
ガスメータ管理システム）。 

③ 液体ヘリウム容器の持出状況の表示、ヘリウ
ム容器の液量換算、ミニ研究会の参加申し込
みなどのシステム。 

 
3. プログラム開発言語 

 
管理用のプログラムは、Microsoft社のMicrosoft 

Access97、Microsoft Visual Basic6.0を使用して作

られている。また、Webによるデータのやり取りに
は、Microsoft社の ASP※を使用している。 
 
 ・液体ヘリウム管理用プログラム 
    ユーザー用 ： Visual Basic 6.0 
    管理者用  ： Microsoft Access 97 
 ・ヘリウムガス管理用プログラム 
    Microsoft Access 97 
 ・液体ヘリウム供給申込システム 
    ASPを使用 

スクリプト言語には VBScriptを使用 
 ・液体ヘリウム持出状況表示システム 
    同上 
 ・液体ヘリウム容器液量換算システム 
    同上 
 ・窒素ガスメータ管理システム 
    同上 
 ・ミニ研究会開催案内・参加申込システム 
    同上 
 ・液体ヘリウム容器持出状況一覧(供給室用) 
    Microsoft Visual Basic 6.0 
 ・液体窒素供給管理システム（業者委託） 
 
※ASP：Active Server Pages 

 
４. 今後の課題 
 
 様々な情報をデータベース化し、事務処理の簡素
化、可視化、有効利用などを行っているが、これら
のシステムをさらに発展させより良いものにしてい
く必要がある。それには先ず、必要な情報を整理し、
最適なデータベースを構築する必要があるのではな
いか。また、システム開発のための言語、プラット
フォームなどの選定も考える必要があるのではない
か。さらに、今まで以上にインターネットを活用す
ることを考える必要があるのではないかと思ってい
る。 

      図・３ ホームページ 
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